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令和元年度第２回高島市総合教育会議  会議録  

日  時   令和２年２月３日（月）  

     開会  午後１時３０分  

     閉会  午後３時０８分  

場  所   高島市役所  新館３階  会議室１１・１２  

出席者   市長     福井  正明  

     教育長職務代理者  

 小多  偕裕  

     教育委員   三矢  艶子  

          川原林  正英  

               田邊  栄美子  

    教育長    上原  重治  

    事務局  

（市長部局）  

   総務部長      岩松  充司   政策部次長    前川  一善    

   市民生活部長    西川   彰   子ども未来部長  清水  真理子   

   健康福祉部長    藤原  秀夫   社会福祉課長   加藤  勝己  

（教育委員会事務局）  

   教育総務部長    北村  英明   教育指導部長   川島  浩之  

   教育総務部次長   川原林  剛   教育総務部次長  山本  純子  

   教育総務課長    大塚  寿彦   文化財課長    松田  邦幸  

  市民スポーツ課長  角野  和善   図書館長     玉木  健史  

   学校教育課長    村田  秀俊   学事施設課長   辻   信孝  

学校給食課長    長瀬  千恵美   

社会教育課地域教育連携室長  小川  祥枝  

教育総務課参事   上原  真哉   教育総務課主査  岡本  健太郎  

関係者   地域学校協働活動推進員  ５名  

傍聴人   ６名  
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大塚教育総務課長  

 

 

 

 

 

福井市長  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

皆さん、こんにちは。定刻となりましたので、ただ

いまから、令和元年度第２回高島市総合教育会議を開

会いたします。  

開会にあたりまして、福井市長からご挨拶を申し上

げます。  

 

改めまして皆さん、こんにちは。それでは本年度第

２回目の高島市総合教育会議の開会にあたりまして、

一言ご挨拶を申し上げます。  

教育委員の皆様におかれましては、日頃から高島市

の学校教育はもとよりでありますが、社会教育等々広

範な分野におけます教育行政に関しまして、高島市の

教育行政の進行にご尽力あるいはお力添えを賜ってお

りますことに対しまして、改めてこの場をお借りし

て、心から御礼を申し上げる次第でございます。  

さて、今日の第２回の総合教育会議のテーマは「地

域学校協働活動の今後の方向性について」ということ

でございまして、いささかタイトルとしては非常に大

きなタイトルになってございまして、どのように進行

させていただくか少々不安ではございますけれども、

そのために今日は各地域の地域学校協働活動の推進員

の皆様にもご出席をいただいておりまして、後ほどそ

れぞれの地域の実情等についてお話をいただくことと

なってございます。もとより推進員の皆様におかれま

しては、日頃から地域と学校をつないでいただく大変

難しいテーマでありますけれども、そういう役割、そ

してそれぞれの学校の子どもたちの育みでありますと

か、あるいは学校運営にもお力添えを賜っております

ことに対しまして、改めてこの場をお借りして、心か

ら御礼を申し上げる次第でございます。本当にありが

とうございます。  
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福井市長  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大塚教育総務課長  

 

本年度のいろんな取組を聞かしていただきますと、

昨年８月でしたか。広島県の方で学校のコミュニテ

ィ・スクールの取組の全国大会が開催されて、高島市

からは湖西中学校のコミュニティの取組の発表をして

いただいたり、そしてその後の１０月に神戸の方で開

催の全国社会教育大会がございまして、その際にも高

島学園の地域学校協働活動の取組を発表していただい

たという報告を受けてございます。本当に高島市のこ

の活動そのものが全国的にも先進的な取組を縷々行っ

ていただいているところではありますし、そうした高

島市の取組を今年の１月でしたか、鳥取県の米子市の

方から視察なりあるいは交流の申し出があったという

ことで有意義な交流をしていただいたということも報

告として聞かせていただいております。今日のテーマ

が今後の方向性についてということでございますけれ

ども、私のところの報告内容を聞かせてもらっており

ますと、県内はもとより全国的にも先進的な取組をし

ていただいていることと存じているところでもござい

ますし、ただそれぞれご苦労いただいていろんな課題

もあろうかと思いますので、今日はそのあたりもお聞

かせいただければなというふうに考えてございます。  

結びになりますけれども、教育委員の皆様、そして

今日ご出席いただいております推進員の皆様には、繰

り返しになりますが、いろんな活動を通じまして、高

島市の教育行政の推進にお力添えをいただいておりま

すことに改めて感謝を申し上げまして私からの挨拶と

させていただきます。短い時間ですが、どうぞよろし

くお願いいたします。  

 

本日の総合教育会議の出席者につきましては、福井

市長、教育委員の皆様、上原教育長のほか、お手元に
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大塚教育総務課長  

 

 

 

 

 

福井市長  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

配布しております座席表のとおりでございますのでご

確認をお願いします。皆さんよろしくお願いいたしま

す。それではここからは市長の進行により、会議の方

を進めていただきます。福井市長、よろしくお願いい

たします。  

 

それでは、次第にもとづきまして、進行をさせてい

ただきます。先ほど申し上げましたように、今日のテ

ーマは、「地域学校協働活動の今後の方向性につい

て」であります。この地域学校協働活動を総合教育会

議で取り上げるのは今回で３回目となります。第１回

目では、高島学園の事例を本日もお越しいただいてお

ります中村推進員さんにお話しいただき、どのような

学校と地域を作っていきたいのかという思いを共有さ

せていただいたところでもあります。  

また第２回目では、「つながり響き合う教育」をテ

ーマに、地域学校協働活動の本格実施１年目を振り返

りまして、見えてきた成果や課題について意見交換も

させていただいたところでもあります。各地域で課題

はありますものの、推進員さん等々の大変なご苦労に

もよりまして、地域の方々のご理解、ご協力を得て、

少しずつ着実に進んでいると感じているところでもあ

ります。  

そして今日は、そういう活動の中で推進員の皆様

が、日頃感じていただいております成果でありますと

か、あるいは変化、さらには先ほど挨拶にもありまし

たように、ご苦労いただいている部分があるかと思い

ますし、そういう課題などについてお話をいただい

て、委員の皆様と今後の地域学校協働活動の方向性に

ついて、意見交換をさせていただければと考えており

ますのでどうぞよろしくお願いします。  
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福井市長  

 

 

社会教育課地域教育

連携室  小川室長  

 

 

 

 

谷口推進員  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

それでは、協議事項につきまして事務局から説明を

お願いします。  

 

失礼します。社会教育課地域教育連携室の小川でご

ざいます。今日はどうぞよろしくお願いいたします。

それでは各地域の取組、成果や課題について推進員の

方から順次報告いたします。はじめにマキノ地域の谷

口推進員からお願いいたします。  

 

皆さん、こんにちは。失礼します。谷口です。私の

方からはマキノ地域での活動の紹介をさせていただき

ます。前に写真とお手元の方に資料が参っているかと

思いますので、ご確認いただくとありがたいです。私

はマキノの担当ということですけども、実際の活動は

一昨年の９月から学校の方に入らせていただいたとこ

ろでございます。私はマキノから大津の方へ通ってお

りましたので、地域と普段から連携しているかという

となかなか不十分な部分もございましたし、学校現場

となりますと特にそういう経験はございませんでした

ので、最初は学校に入ってもいい時間は何時頃なのか

とかですね、気軽に校長先生に声をかけていいものか

とかいうふうに考えていたところですけども、そう言

ってもしょうがないですので、私が今までやっていた

自然体験活動ですとかね、県庁での仕事の関わりとか

を活かしてやらしていただきました。実際に学校へ入

らせていただきますと、開かれた学校ということで学

校に地域の人に来てほしいとはいうものの、なかなか

学校でいろんな素晴らしい行事はあっても、それがう

まく情報発信できていないなということを実感しまし

た。そういう部分では情報発信していただくツールに

何がよいか、もちろん学校だよりとかもそうですけど
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谷口推進員  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

も、地域のボランティアの人に得意なパソコン関係で

ホームページを作ってもらうことにしました。そうす

ることで、情報の提供、そしてボランティアの呼びか

けでありますとか、当日の行事に参加されなかった場

合に後で見てもらえるとかということになりますの

で、そういうことをひとつさせていただきました。あ

と今、前に映っている写真でございますけれども、マ

キノというと一番大きな小学校が７０～８０人前後、

中学校でも１３０人程度ですので、小さな学校ですけ

ども、できたら「こんな特徴があるんや」、「子ども

たちもこんなことしてるんやで」みたいな自慢できる

ことがあればなということで、私が以前やっていた仕

事の関係で、これは湖南省の子どもたちです。湖南省

の子どもたちにマキノ東小学校に来ていただいて、交

流していただいて、去年は台湾の子どもたちにマキノ

中学校に来ていただいて交流をしていただいたんです

けども、そういう多文化でありますとか、他の文化を

学んでもらうみたいなことをさせていただいたところ

でございます。  

あと、実施にあたってですけども、なかなか地域の

方を存じ上げないということもありますので、地域に

ありますような青少年学区民会議でありますとかいろ

んな福祉のネットワークでありますとかというところ

に私もできるだけ参加させていただきまして、地域に

おられる人材とつなぐという形のことをさせていただ

いたり、学校に入らせていただいて学校の先生もなか

なか地域の方をご存知じゃないので、私が知っている

だけの情報を提供させてもらって地域を理解してもら

うみたいなことをやらせていただいているところで

す。  

事業の成果としましては、子どもたちは今回のよう
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谷口推進員  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

に地域だけではなくってそれ以外の方とつながる、あ

るいはこの方（スクリーンに写真を表示）はマキノに

住んでおられる中国の方ですけども、通訳をしていた

だくということで、初めて学校と関わりができました

ので、その後中国の暮らしとか文化を授業で説明をし

ていただいたところですけども、そういう部分では子

どもたちのいろんな理解が広がったのかなと思ってお

りますし、学校も地域の方との広がりとか、地域への

理解が進んだのかなというふうに思っております。地

域の方につきましても得意分野を活かす、社会参加の

機会が出てくるとかということにもなりますので、そ

ういう部分でいろんな広がりがあったのかなというふ

うに思っております。  

あと、これから進めていくにあたっても学校、教育

委員会、それ以外の行政、そして地域の連携というの

は十分じゃないとなかなか進まないと思っておりま

す。協働という部分では、地域というのは、私ども地

域の福祉、環境、まちづくり、いろんなネットワーク

がありますけどもそれに出てくる人というのは同じ顔

がほとんど多いんですね。そういう部分では、やっぱ

り行政の縦割りでできているけども、行政の方も地域

の参加している人はいろんな情報を知っているんやと

いう行政の内部での横の連携も深めていただくと、も

う少し理解が深まったりするのかなというふうに思っ

ています。  

あと、学校協働活動と学校運営協議会、ＣＳの連携

のことをよく言われますけども、そういう部分では協

働につきましては、学校運営、カリキュラムを作ると

ころから地域、多様な方との協働という部分で作り上

げてこられると後のフォローがうまくいくかなという

ふうに思いますので、そういう部分が今後うまく図れ
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谷口推進員  

 

 

社会教育課地域教育

連携室  小川室長  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

て行けたらいいのかなというふうに思います。以上で

す。  

 

ありがとうございました。次に今津地域協働活動推

進員の福田龍己さんが本日欠席のため、事務局の方か

ら今津地域の活動報告をさせていただきます。  

今津地域の特徴は、高島市でこの地域学校協働活動

の取組が始まる平成３０年度以前から学校を支援しよ

うと学校応援団やサポーター会など地域の方によるボ

ランティア組織ができているということです。写真の

今津東小学校の学校応援団はなまる広場では、毎週月

曜日休み時間を利用した学習や遊びの支援、学校や地

域行事の支援、環境整備なども行っておられ、日常的

に地域の方が学校で活動されておられる姿が見られま

す。これら既存の学校支援活動と連携しながら、さら

に地域と学校が協働した活動ができるよう関係づくり

を今進めています。また今年度、福田推進員から地域

団体に活動の趣旨などを紹介してもらったおかげで、

地域から中学校とつながりたいという声が上がり、地

域の環境活動や保育園の交流活動にも中学生がボラン

ティアとして参加してくれました。これらの活動は大

きなイベントではありませんが、小さな取組から子ど

もを中心に地域・学校・家庭のつながりが自然に生ま

れ、それを重ねていくことで、地域やそこで育つ子ど

もたちを大切にしていこうという意識の向上につなが

るものだと考えています。今後は学校ごとに活動して

いるボランティアの代表や自治会、福祉関係者など多

様な地域の方の関わりによってオール今津での協働本

部組織となるよう体制を整え、持続可能な活動にして

いきたいと考えております。以上で今津地域の報告を

終わります。  
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社会教育課地域教育

連携室  小川室長  

 

駒井推進員  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

続きまして、朽木地域の駒井推進員、お願いいたし

ます。  

 

失礼します。朽木地域学校協働活動推進員をさせて

もらっています駒井佐和子です。よろしくお願いしま

す。  

朽木の弱みを強みに変えられたらというような思い

で推進員をしています。朽木の弱み・課題と言えば人

口の減少です。朽木村の時にあった歌なんですけど、

「戸数
こ す う

は八百
はっぴゃく

、人
ひと

四千
し せ ん

」という歌があります。戸数は

八百というのは８００軒、人四千というのは人口４，

０００人ということです。昭和時代はそういうたくさ

んの人が住んでいた朽木です。しかし、令和２年１月

現在では、戸数は７６０、人口は１，６８５というこ

とで、戸数はほとんど変わっていないのですが、人口

は半数よりも少なくなっています。当然子どもたちも

減っていっていまして、東小学校が５９人、西小学校

が４人、中学校が３１人、３校合わせて９４人です。

本当に少ない小中学校の子どもたちなんですが、６月

に小中合同のスポーツデーがありました。東小学校・

中学校が中心なんですが、西小の子も入学前児の園児

も一緒になって元気に楽しく活動してくれました。と

ころが、会場の朽木中学校のグラウンドといえばとて

も広いです。草も元気にのびのびと生えています。そ

んな現状を見た地域の方が「ほっとけんな」「これは

あかんな、草取りしたろか」と何人もの人が１週間ほ

ど草取りや草刈りをしてくださいました。そのおかげ

ですっきり気持ちいいグラウンドでスポーツデーを迎

えることができました。とてもありがたかったです。

またスポーツデーの本番には朽木音頭保存会の踊り手

とか音頭を生でということで音頭取り、三味線、太
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鼓、合いの手と地域のおっさんの会という方々が来て

くださいました。そして、日赤奉仕団による豚汁や朽

木支所の方のテントの設営・片付けなどたくさんの方

の協力のもと、子どもたちは力いっぱい演技すること

ができました。また、その姿を見て地域の人も「お

っ、みんな元気にやっているな」と元気をもらいまし

た。また、環境整備については、学校だけではとても

難しいという大きな課題もありますので、例えば花の

種まきや仮植、花壇やプランターへの植え付けなどは

中学生と地域の方が一緒になって行っています。こう

いうふうに学校や地域の課題が地域との連携につなが

っているということを実感しています。また、朽木の

文化祭では今年度初めて地域の方はもちろん東小学校

全員の音楽発表、西小の太鼓、中学校の朽木太鼓と、

中学校区全部の小中学生が参加できました。保護者、

地域の方などたくさんの方に見てもらえてやまびこ館

のホールは立ち見が出るほどたくさんの人でした。

「可愛かったな」「太鼓すごいな」「少ない人数でよ

く声出ていたな」「朽木太鼓、昔思い出すわ」とかた

くさんの感想をいただきました。たくさんの感動をあ

りがとうというイベントになりました。今年新しい取

組としましては、朽木地域学校協働本部「結
ゆい

の会」と

いう名前にしたんですが、その連絡メールの登録を進

めて、学校からの案内やボランティアのお願いなどメ

ールによって配信しています。登録は１５団体、ただ

いま４５人、いろんな学校の活動を知ってもらった

り、学校へ来てもらったりということにつながってい

ます。また、民生児童委員さんにも学校に関わってい

ただいて、「高齢者も大事やけど、子ども大事にせな

あかんな。子どもが一番やな」というような声もいた

だきました。また、結の会のお便りは朽木地区全区で
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配布させていただきました。これで学校や地域の方の

協働活動を少しでも知ってもらえたらという思いでや

っています。  

いろんな活動をとおして中学生や、こういう活動に

参加している子どもたちの声として、「もうすぐ朽木

でボランティアあるな。楽しみやわ、行くわ」と聞こ

えたり、鯖
さば

美
び

庵
あん

まつりではボランティアが終わった後

に、地域の方が片付けていたら何も言わずに率先して

片付もしてくれる姿もありました。そしていろんなこ

とで学校に来ていただいていることで、「佐和子ちゃ

ん、ここにいるんか」とか「また行こうか。子どもと

接すると癒されるわ。また言ってや」というような声

もいただいています。このようなことで、だいぶ地域

の方に学校へと進んできたのですが、まだまだ子ども

たちをこうやって育てたいというところまではいって

いません。学校づくりは地域づくりという観点では、

朽木は弱みを強みにということで学校の子どもたちの

元気を地域の人にも両方元気になれるようにというこ

とで、少しずつ進んでいっているところです。以上で

す。  

 

ありがとうございました。次に安曇川地域の梅村推

進員から報告をお願いいたします。  

 

はい、安曇川担当の梅村です。よろしくお願いしま

す。私自身は１年半ほどになるんですけれども、学校

ボランティア、支援、ミシンボランティアといろいろ

ありますけれども、それはそれなりに進んでいるんで

すけれども、ちょっと自己満足的かもわかりませんけ

ども、全体に中学校１つ、大規模、中規模、小規模と

いうような３つの小学校がありますので、なかなか学
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校でうまくいくところといかないところがいろいろあ

ります。私が現場にいた時よりは、少しは風が通った

かなと思っています。  

その中で昨年から今年にかけて頑張ってやれたこと

を紹介させてもらいます。今（スクリーンに）映って

いますのはあど川ボランティアまつりと言いまして、

これは社会福祉協議会安曇川住民福祉ネットワークが

主に中心になってやっているんですけども、その会場

を安曇川中学校でさせていただきました。安曇川中学

校でさせていただくことによって、オープニングのブ

ラスバンドからそれを移動ささなくてもいいというと

ころからスタートして、この写真は最後の場面なんで

すけども、バレー部と野球部の生徒たちが最後の歌を

歌いましょうという場面で前に出て一緒に歌を歌って

くれています。ピアノは隠れていますけれども生徒が

演奏してくれています。右の方の２人は司会進行で全

て中学生がしてくれました。終わりの方でしたので帰

った人もいるんですけれど、この歌を歌いますよと言

うと、部活の子どもたちが練習をしていてくれて、ピ

アノの子も練習をしてくれていたようで会場一体で合

唱となりました。ピアノの子の隣に住んでいる人から

「このどんぐりの歌が毎日流れて聞いてたんよ」とい

うような話も聞いて中学生たちもそれなりに熱心に取

り組んでくれたのかなと喜びました。この他に受付、

それから会場係、レクリエーションもあったので仕掛

けてくれる人、この日子ども食堂も中学校で一緒にし

ました。その時の子ども食堂のスタッフ、その他前日

準備から当日運営ありとあらゆるところに中学生が総

勢１００人くらい関わってくれました。中学生がいな

かったらとてもできなかったなっていうのが、ボラン

ティアまつりの後の声でありました。それと、中学生
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の子どもを持っていない年配の人が「中学生ってこん

なに可愛かったんやな」「中学生ってこんなに喋りや

すかったんやな」っていうようなそういう印象を持っ

てもらえたことがとても良くて、並行して安中カフェ

というのもやっているんですけれども、それとネット

ワークも中学校の空き教室を利用させてもらってほぼ

毎週木曜日には誰かがそこに来ています。中学生が気

楽に声をかけに来てくれたり、そういう地域の方と中

学生との交流がこれで深まったかなという感じはしま

した。これが続いていくように今年は時間もなくお願

いだけで、先生との打ち合わせだけで終わってしまっ

たんですけども、来年度は中学生の意見として「僕た

ちはこういうことしたいんや」とか聞きながら、進め

られると一歩一歩進んでいけるかなと思っています。

このあど川ボランティアまつりについては、年間行事

に入れてもらえるかなっていうぐらい中学校の先生と

話をしています。  

２つ目は伝承料理なんですけども、この方は８０歳

近い方ですけども、ずっとこの伝承料理クラブってい

うものを高島市になった時に女性の会っていうのがで

きて、それが今伝承料理っていうことになっているん

ですけども、一時「中学校へは高齢者になったから行

けへんわ」ということになったらしいです。そこで地

域協働活動が入らせていただいて、この伝承料理をも

う一度お願いしますということでやりだしてメンバー

が増えて２７名になってこの人も「車に乗れへんよう

になるまで行くわ」と言って、３日間あるんですけれ

ど、３日間とも来てくださってこうして中学生にいろ

んなことを教えてくださっています。私はこういう、

協働活動が入ったことによって伝承クラブが復活し

て、またこの方たちが生きがいを持って、子どもたち
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にやっぱりこういうことを知ってほしいなという思い

を持って学校に出入りしてくださったことは良かった

なと思います。私もこの方に鮎の炊き方を教えてもら

って上手に炊けるようになりました。「みりんを入れ

てないのになんでこんなに光っているん？」というと

ころから教えてもらいました。やっぱり琵琶湖に住む

魚の伝承料理を子どもたちに知ってもらえたらなとい

う思いで頑張ってくださっています。料理教室自体も

復活して年間で活動しておられます。  

あともう１つは先ほども踊りの話がありましたけ

ど、高島音頭を本庄小学校の運動会に復活してもらい

ました。地元に「すわどさん」というお祭りがあっ

て、以前は三晩も四晩も踊り通したという話も聞いて

いましたので、南船木にそういう保存会というか普及

しようとしている方もおられるので、学校に来て練習

もしてもらって生の音頭と生の太鼓で運動会にやって

もらったら誰が一番喜んだかというとおじいちゃん、

おばあちゃんでした。そしてお父さんたちも自分が子

どものときに踊っていたから、かけ声なんかもとても

すごくて、そういう昔のことを思い出しながら子ども

たちに伝えていけたらなとこういうことも続けていけ

たらと思っています。  

一番初め、私はこの仕事を引き受けた時にやっぱり

環境問題が気になりました。学校もなかなか忙しくて

除草とかに手が回らない時代になってきたなと思った

ので、どの学校も除草については地域の方に来ていた

だいたり、ボランティアグループの人にお手伝いして

もらって本庄小学校やらそれぞれの学校でやっていま

すが、これも祖父母の皆さんに呼びかけるんですけれ

ども、学校によってはなかなか祖父母まで手紙を出す

んですけど、ＰＴＡ総会でも言うんですけど、なかな
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かつながらないところもあります。学校規模、学校の

いろんなことによってなかなか難しいなと思うところ

もありますけれども、一部の方は頑張ってくださって

いて、どの学校も花壇はきれいになっていますし、今

までですと花壇の苗はどうしようとなっていました

が、苗とかそういうものももらって「こんなんあった

しもうてきたわ」という感じで、それぞれでまた持っ

てきてくださったりして皆さんで環境を整えてくださ

っています。私はこの環境を我が学校のようにして

「ちょっと気になるし勝手に行ってくるわ」というよ

うな地域になったらいいなというのが理想でして、こ

のへんに力を入れて我が学校になって環境は地域の人

できれいにしていくというようなことでいいかなと思

います。  

私個人で悩んでいることというのは、やっぱり学校

が４つありまして、１人でこっちのこと一生懸命思っ

ているとこっちのことちょっと忘れていたり、情報発

信もしたいなと思うんですけども、事後処理というの

がなかなかできないんです。駒井さんみたいに情報発

信していくと、地域の人に知ってもらってとか。私は

そのへんが今日はこれひとつ終わったし、また次はこ

れという感じで。そのあたり推進員と言いますかもう

少し複数でいられる体制を作れたら。自分で気になる

人や来てもらいたいなっていう人には声をかけてみ

て、もう一度仕切り直しと思って事務職員さんとの連

携とかもう一度校長先生たちとの一からの話し合いと

か地域のちょっとこっちを向いてくれるお母さんとか

に声をかけながら組織作りを一から来年度はやってい

きたいなと思っています。以上です。  
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ありがとうございました。続いて、高島地域の中村

推進員お願いいします。  

 

皆さん、こんにちは。ただいまご紹介いただきまし

た高島学園担当の中村眞奈美と申します。どうぞよろ

しくお願いいたします。  

高島学園では平成２９年度より市内に先駆けて活動

をスタートしました。小中一貫校の特色と高島の地域

性を活かした取組で地域と学校をつなぎ響き合うこと

のできる協働活動を目指して行ってきました。それか

らめでたく３年経過しました。そんな中、本日は地域

と学校が協働した主な活動について報告させていただ

きたいと思います。  

まず、「地域から学校へ」の活動から。１つ目は学

校のお昼休みを利用して行いました道場シリーズで

す。算数の九九道場やわり算道場、また冬場に行う昔

の遊び道場、これらも３年目となります。写真はその

時の様子で、九九道場の時に普段は年配の方が多いん

ですけれども、写真のように保護者の方もボランティ

アとして関わって活動していただいています。このよ

うにどれも児童やボランティアにとってしっかりと定

着した活動となりました。昼休みの短い時間ではあり

ますが、教室内はとてもにぎやかで交流が深まったこ

とは言うまでもありませんが、学習意欲が向上すると

いう成果も出てきたかなと思います。また中学生の参

加も年を重ねるごとに増加して学園全体の取組となっ

てきました。  

次に２つ目は「授業へのかかわり」についてです。

小学校ではこれまでの家庭科ミシンサポート、町たん

けんなどで地域学習の案内などに加えて新たな取組と

して月１回の委員会活動に地域のボランティアが加わ
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ったことです。特に図書ボランティアと図書委員が協

力してイベントを開催したことはとても効果のある取

組かと思います。小学校だけではなく、中学校では毎

年開催の郷土料理学習や全校自然体験学習に多くのボ

ランティアの参加で無事達成できることができまし

た。  

そして３つ目は、「学校から地域への活動」です。

中学生が高島の伝統行事「大溝祭り」に曳き手として

参加し、郷土の歴史やまちおこしについて生で学ぶこ

とができました。また地域開催の「たかしま夏まつ

り」にスタッフとして参加するなど年を重ねるごとに

地域行事にはなくてはならない存在となりました。ま

た、自治会主催のふれあいサロンに吹奏楽部が２年続

けて参加したこと、ちなみに「来年もぜひ」という感

想をいただいています。そして新たな活動として、学

校近くの福祉施設に春と冬、各１週間かけて訪問し、

高齢者の皆さんと交流を深めるなど福祉活動にも貢献

できたかと思います。  

このように主な取組を報告させていただきました

が、活動の成果としてまず児童生徒にとっては地域ボ

ランティアの皆さんの顔と名前が覚えることができ、

コミュニケーションがアップしたことです。生徒会で

はボランティア活動を重視するなど地域に対する関心

が深まりました。そのボランティアさんからは「自分

の力を発揮することができ、生きがいや楽しみを見つ

けられることができた」という感想をお聞きしていま

す。また地域にとっては協働活動が推進されることで

参加ボランティアも増え、学校に対する理解も深まっ

てきました。そして、学校にとっては授業等への支援

で先生方の不安が少しでも軽減されたかなというこ

と、学校行事への参加者が増えることで、新しい行事
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も学校で計画できるようになったことなど成果として

あげることができるかなというふうに思います。  

このような協働活動を進めていくために学園内担当

者や参加ボランティアと十分に熟議すること、また今

まで関わりの大きい公民館や各種団体、例えば学区民

会議や民生委員児童委員、そして教育委員さん、今日

お越しの社会教育委員さんなど機関、自治体に加えて

今年は企業からも参加があり、今後も多くの市民に関

わってもらえるよう努力していきたいと思います。こ

のように協働活動がより良い形となり、活動が深まる

ことで学校と地域が活性化しそのことがまちづくりに

大きくつながればいいなと思います。これからも地域

の皆さんとともにより一層努力していきたいなと思い

ます。以上です。  

 

ありがとうございました。では最後に、新旭地域の

三田村推進員の報告をお願いいたします。  

 

失礼します。新旭地域担当の三田村でございます。

よろしくお願いします。  

最初に新旭で取り組んでいる基本的な考え方が３つ

あります。１つは、最近中学生に説明する機会があっ

てその頃から言っているんですが、「四方よし」とい

うことでこの活動の狙いを言っています。いわゆる近

江商人の三方よしのことなんですが、子どもにとって

よい、先生方にとってもよい、そしてボランティアを

している方にとってもよいし、最後地域にとってもよ

くなる、そういう狙いでこの活動をしてるんやという

ことで、中学生にもまた先生方にも、支援の会の方に

も呼びかけをしています。そして２つ目なんですが、

地域と学校、あるいは地域保護者と学校、学校との信
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頼関係を深めていきたいなという思いがあります。学

校というのは、批判とか冷めた目で見るのではなく

て、支援していくものだ、応援していくものだ、みん

なで温かく見守って一緒に取り組んでいくものだとい

う機運を醸成していきたいなということです。そうい

う関係を作っていくことが２つ目で、その機運を醸成

することが３つ目なんです。１つ目が四方よし、そし

て信頼関係を作っていく、また支持的な機運を作って

いく。そのために、とりあえず学校支援の活動から頑

張ってやっていこうということで進めてまいりまし

た。  

具体的にはこのプリントの方にあります、まず１つ

目は徹底した学校支援活動ということで、新旭北と南

の両小学校に４６名、ちょっと増えていますが、そう

いった会員の方がおられます。その会員を中心にして

下校の見守り隊を結成したり、あるいは入学式の受付

から校庭の草刈り・剪定、七夕集会の笹取りなどいろ

んな細かいことまで学校が要望してこられたらきちっ

と応えていこうということでボランティアの方が毎日

出入りされているような状況になってきています。  

２つ目なんですが、これはスライドにもあります

が、去年までは挨拶運動ということだったんですが、

今年から「学而事人
が く じ じ じ ん

おはようミーティング」というふ

うに名付けました。単に昇降口で子どもたちを迎える

というのではなくて、会員同士、また先生方と会員、

先生方と子どもたちもそうですし、送ってこられる保

護者とまた会員なり、いろんな形、いろんな人が交わ

って会話して新しい支援活動をこんなことをやってい

こうかという発想もここで生まれてきています。例え

ば学而事人ファームもそうですし、藤樹ウォークで芋

焼きで迎えようとかいろんなことがこの場で生まれて
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きています。そういった意味でおはようミーティング

というふうに名付けています。  

そして、次３つ目なんですが、（スライド提示）こ

れは「夏休み、宿題カフェ」ということで、公民館で

今年開催したものです。もともと湖西中学校で湖西中

カフェをしておられる社会福祉法人団体から夏休みに

こういう公民館を使って中学生に夏休みの宿題を教え

てもらおうというそういった企画なんですが、それを

社会福祉法人団体の方から学校へ提案がありました。

両小学校長、中学校長、社会福祉団体、また社会福祉

協議会もそうですが、地域学校協働本部と一緒になっ

て企画して、最終的に申込の始まったその日に小学生

は定員が満員になったということで、中学生の方もボ

ランティアを募集したらもう２年生だけで１５人集ま

ったのでそれで開催したという形で、小学生を中学生

が教えてそれをまたボランティアの人が見守っている

という姿でございます。単に宿題、学力ということで

はなくて、子どものセーフティネットの関係で塾行け

ない子とか子ども食堂の学力版なんですが、こういっ

たことがどんどん広がっていけばいいなということも

思っております。  

あとは、いろんな声としまして、報告書に事業の成

果としまして、「学校からはほぼ１００％応えていた

だけた」とか「教師の負担が減った」とか、あるいは

「学校に入りやすくなった」また「中学校の先生から

は生徒の聞く姿勢が良くなった」「明るい挨拶が増え

た」「遅刻がほとんどなくなった」「学習への構えが

良くなった」「保護者の苦情が減った」など学校が大

きく変わったというような声を聞いています。保護者

の方の２学期の学校評価のアンケートの中にあったん

ですが、「地域の方の力を感じる１年でした。子ども
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社会教育課地域教育

連携室  小川室長  

 

 

 

村田学校教育課長  

 

 

 

 

 

 

 

 

が何事にも熱心に取り組む姿は素晴らしい。数年前よ

りむっちゃ素晴らしい雰囲気です」というそういった

嬉しい声も聞いております。  

ただこの支援の会もあるんですが、その持続可能な

体制を続けていくということ、非常にこう難しいな

と。リーダー発掘が大切だろうということ。また小中

学生の地域活動というのがまだまだだなということ。

そして地域総がかりと言うなら、保育園とか幼稚園、

そしてまた学童保育所といったそういう所との連携・

協働・支援なりを広げていく必要があるだろうという

ことを感じています。最初に言いました四方よしの中

で、子どもにとってよい、教職員にとってよいという

ことは支援活動から一定少しは進んできたと思います

が、支援者にとってよい、あるいは地域にとってよい

というところは、まだまだこれからだというふうに思

っております。以上でございます。  

 

ありがとうございました。５名の推進員さん、報告

をありがとうございました。次に学校や子どもたちの

変化について、学校教育課  村田課長から報告をお願

いします。  

 

失礼いたします。ただいま地域の推進員の方々から

ご説明いただきましたように地域学校協働本部による

活動創出によって学校への関わり人口が増え、そのこ

とで学校や子どもたちの様子が変わりつつあります。

次に紹介いたします湖西中学校ですが、先ほど三田村

推進員からもありましたが、その変化が特に大きな学

校のひとつです。  

湖西中学校では地域の方々が毎日校門近くで子ども

たちを元気に迎えてくださっております。自然と子ど
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もたちも元気に挨拶が交わせるようになり、一日のス

タートを元気に切れるようになりました。そのことが

学校生活全般にもプラスで働くようになっておりま

す。  

テスト前の放課後、学習相談ルームに質問に来る生

徒がいます。その時は地元の教師ＯＢの皆さんが駆け

つけてくださり、子どもたちの学習をサポートしてい

ただいております。学校農園の作業では、畝づくりか

ら作付け、収穫にも力を貸してくださいました。畝づ

くりの際には、ご自身のトラクターまで出してくださ

り、学校は大変助かりました。図書室のリニューアル

によって、子どもたちが活用しやすい図書室へと変貌

しております。文化祭前には、体育館ステージの中幕

を修繕してくださいました。このおかげで、ステージ

での活動、例えば劇中の場面転換など、スマートに行

うことができ、子どもたちの活動意欲が高まること、

活動そのものの精度も高まることとなりました。  

このような、直接的・間接的な関わりのおかげで、

学校はここにありますような変化を感じております。

学校生活全体に落ち着きができ、学習や部活動に活気

が出てきております。また、挨拶が元気になって授業

や集会の時の姿勢も大きく変わってきております。  

これは、全校集会と朝読書の様子なんですが、集会

では、子どもたちが顔を前に向けて、しっかり話を聞

こうという雰囲気が感じられます。この姿からも子ど

もたちの、また学校の大きな変化を感じていただける

のではないかなというふうに思います。  

学校への関わり人口の増加によって、学校が変わっ

てきている一方で、子どもたちが学校外に出て地域で

活動する場面がまだまだ少ないことが、昨年度の課題

としてあげられていたんですが、今年度は中学校を中
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村田学校教育課長  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

心に、どんどん子どもたちを外に出して活動させるこ

とをとおして、地域とともにある学校づくりの取組が

進められています。「子どもたちが、地域の方々とと

もに、真面目に活動し、地域の方々から頼られ、励ま

され、そして、地域の方々から教わり、会話する」そ

のような活動によって、地域の方々と顔見知りにな

り、出会った時に挨拶が交わせ、また会話ができるよ

うになる。そのような子どもたちの変化、成長が大人

や地域の元気につながり、ひいては、子どもたちに地

域に役に立つ大切な一員であるという自覚が芽生え、

そのことが将来の地域を担う人材になっていくのでは

ないかと考えます。学校から地域に出ている地域貢献

の活動ですが、学校によっては決して強制ではないの

ですが、年間３回以上は地域で活動しようと呼びかけ

たり、年度当初に地域で活動することの意義を確認

し、心構えについて講義を受けて地域貢献活動に臨み

ました。ここにあげておりますような活動に取り組ん

でいます。活動の様子を写真で見ていただきます。こ

れは吹奏楽部が演奏の依頼を受け、スーパーの一角で

ミニコンサートをしているところです。「最後の演奏

会で、たくさんの地域の人たちが楽しんでくださり、

恩返しができたと思うのでよかった。本当にいい思い

出になった」と述べています。  

夏祭りの手伝いボランティアでは、準備を含めて接

客を行いました。「接客は初めての体験で、簡単そう

に思っていたけど、とても難しいことがわかりまし

た。今回のボランティアに呼んでくれた地域の方がや

さしく見守ってくれてよかったです」とやってみて初

めてその難しさや地域の方々のやさしさに気づいてく

れた子たちがいます。  

小学生の学習支援では、「はなまる広場の皆さんと
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村田学校教育課長  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ともに、夏休み中の毎週月曜日に、小学生に勉強を教

えたり、一緒に遊んだりしました。小さい子たちに頼

られるのは、照れくさいけどいいもんだなと思いまし

た」と述べています。小さい子たちに頼られ、照れく

さく感じながらも、満足感を得ることができたようで

す。  

障害者支援施設の祭りで演奏をしました。「皆さん

が手拍子しながら楽しそうに聞いてもらえ、私達も楽

しく演奏することができました。これからも地域で演

奏することがあるので、もっといろんな曲を練習し

て、いろんな所で聞いているみなさんにいい音楽を届

けられるように、日々はげみたいと思います」と、こ

の演奏をとおして、さらに練習に励みたいという気持

ちになってくれている生徒もいます。  

朽木西小学校の運動会には、地域の人たちと一緒に

参加しました。「助かった、また来年も来てねと言わ

れ、感謝してもらえたけど、何よりたくさんの笑顔に

出会えてよかったです」と、感謝されたこと、子ども

たちや地域の方々の笑顔に、やりがいや満足感を感じ

た生徒がいます。  

生杉地区の雪囲い作業に取り組んだ生徒は、「雪囲

いは、柱を立ててその柱のコの字型の溝に板をはめて

重ねることで、家を雪の重みでの崩壊から防ぐために

している囲いだということがわかった。とても寒い中

で、時間のかかる作業を毎年していて大変だと思っ

た」と、昔ながらの文化に触れ、その重要性を再認識

することができたようです。  

介護施設にボランティアに行った生徒は、「ボラン

ティアに行ってよかったです。なぜなら元々知らない

人と話すのは苦手だったけど、皆さんと話していると

人と話すのが好きになりました。接する前と後では、
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村田学校教育課長  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お年寄りに対する見方も変わり、話をしていると心も

落ち着き、よい経験になりました。また行きたいで

す」と述べています。  

介護施設やスポーツカーニバルで活動した生徒は、

「地域の人との交流って、意外と楽しいんだなと思い

ました。介護施設では、おじいちゃんおばあちゃんか

らいろんな話を聞かせてもらったり、スポーツカーニ

バルでは、大人の人とスポーツで交流しとても楽しか

ったです。また地域で活動したいです」と、述べてい

ます。この気持ちが次の活動につながるものと思いま

す。そのほか、いろんな活動で地域に貢献をしており

ます。  

地域に出て活動した生徒たちの変化を学校ではこの

ように捉えています。「地域の方々とつながり、学ぶ

ことで、生徒たちは自分の新たな可能性を見つけ、自

信を付けている」「活動の後に、『頑張っていたね』

と声をかけられたり、認められ、ほめられたりする経

験を積み、自己肯定感が高まっている」「様々な体験

をすることで、チャレンジ精神が高まり、積極的に活

動に参加しようとする生徒が出てきている」「『自分

は役に立った』と感じ、さらに地域の役に立ちたいと

感じている」というような変化です。学校からの地域

貢献活動の推進により、地域で、励まされ、教わりな

がらも、真面目に活動してくれている中学生の姿は、

地域の方々の喜びや元気につながっているのではない

かと思います。そして、地域の方からの信頼を寄せら

れ、地域の方々と良好な関係がつくれてきたことは、

大きな成果であると考えます。  

また地域で活動することは、そこでいろいろなコミ

ュニケーションをとることにつながり、社会性を身に

付ける意味で大変有用性を感じます。このような活動
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が持続可能な活動になるよう、そして生徒自身が地域

に対する愛着を感じ、地域の将来のことを見据え、地

域にどのように貢献していくかを考えさせるような工

夫もしていく必要があると考えます。  

学校への関わり人口が増えること、広がること。そ

して、地域に出て活躍する子どもたちが、頼られ、自

己有用感を高め、自己有用感に裏付けられた自尊感情

を高められること。そのような積み重ねにより、地域

への意識が高まり、地域を担う人材として成長してい

くものと考えます。今後も、地域と学校の双方向の連

携・協働をさらに推進し、地域とともにある学校運営

と学校を核とした地域づくりを進めてまいりたいと考

えております。事務局からの説明は以上とさせていた

だきます。  

 

はい、ありがとうございました。推進員の皆さんか

らはそれぞれの中学校区で様々な取組をされておりま

すし、ずっと聞かせていただきますと、まさに地域の

それぞれの特性といいますか、そういうものもしっか

りと踏まえていただきながらそれぞれ特色ある取組を

一生懸命していただいているなというふうに受け止め

させていただきましたし、また今学校教育課長の方か

ら報告がありました教育現場で地域学校協働活動その

ものについてどのように受け止めているのかといった

ことも報告を受けたところであります。  

私の手元には、今日の進行の次第がございまして、

この進行のとおり進めてくださいというものなんです

が、この後委員の皆さんから忌憚のない意見をいただ

ければと思いますが、最後に括弧書きがございまして

市長の方で最後に総括をお願いしますと大変難しい宿

題をいただいておりまして、先ほどからずっと推進員
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田邊教育委員  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

の皆さんや学校教育課の話を聞かせていただいて、こ

の地域学校協働活動のキーワードは一体何なのかなと

思いながら聞かせてもらっていたのですが、私の感じ

たところで恐縮ですが、たぶん信頼と交流と、それか

ら最後に継続かなと。この３つが推進員の皆さんある

いは教育関係の皆さんが一生懸命取り組まれているそ

れをキーワードと言うと、大層ですけども共通して言

えることはやはり関係者間の信頼であり、さらに年齢

を越えた交流であり、そしてこの活動を継続していく

ことがこの高島にとって子どもたちの豊かな人間性を

育んでいくことにつながるのかなと。かっこよく言え

ばそんなことを今ふっと思っていたところでもありま

す。それでは、順次委員の発言を求めてください、と

このように口述書に書いてありますので、どなたから

でも結構ですので、この地域学校協働活動について、

あるいは先ほど発表いただきましたそれぞれの取組等

についてお聞きになりたいことがありましたら発言し

ていただければなと思います。  

 

失礼します。今発表していただいて推進員さんの活

動の中での苦労だったり、工夫であったりしていただ

いていることがよくわかって本当にありがたいなと思

いました。最初は学校教育の現場の方からここにも書

かれているように１００％達成していただきましたと

か学校はすごく助かりましたという声の方が多くっ

て、なかなか地域の方からの声、地域の方はどうなん

やろなという声があまり聞こえてこないのかなという

ふうに思っていたんですけれど、今発表していただい

た中に、地域の人の中にもこういうふうに子どもたち

が溶け込んでいくことで少しずつでも一歩一歩進んで

いるんだなというふうに感じました。この高島市で、
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福井市長  

 

 

小多教育委員  

 

先ほど市長がおっしゃった信頼・交流・継続と同じよ

うになってくるんだと思うんですけども、市でこの先

子どもたちを地域でどのように育てていきたいのか

と、みんなで共有することが必要になってくるかと思

います。安曇川の梅村さんの報告の中にも同じような

ことが書かれていて、学校と地域と保護者がコミュニ

ティ・スクールについてもっと理解を深め、ともに活

動を進められるといいということを書かれていたので

私と同じことを思っていただいているんだなと感じま

した。またその中でどうやって子どもたちが地域に交

わっているのかなということが見えなかったんですけ

ども、地域に交わっていくというよりも、現場では地

域の行事を現場に持ってきて、地域の皆さんとともに

活動をしているということから、学校と地域の方の広

がり、地域づくりの元気っていうのが進んでいくんだ

なというふうに思いました。最後に私はせっかくここ

まで推進員さんにしていただいていますし、他にも地

域の方たくさん助けていただいていますので、もっと

もっとこの現状ではなくって次に進んでいくために教

育委員も当然なんですけれどもコーディネーターの

方、地域の方で、これも同じなんですが、もっともっ

と意見交換をしてひとつのことを共有していくために

たとえ少しの時間でもみんなで集まって協議をして意

見を出し合って工夫をしていくという場を設けていた

だけたらありがたいなと感じました。以上です。  

 

ありがとうございます。では皆さん一通りご意見

を。  

 

では続いてということで、まず推進員の皆さん大変

ご苦労様でございます。各地区それぞれ環境が違う中
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で、同じようにスタートはできませんし、個々違いが

あって当然かとは思いますけど、非常にご苦労いただ

いていると実感しております。この制度、いわゆる学

校運営協議会と推進員さんが正式に決まって丸２年が

経過してということで、その中で特に先日長野県の飯

田市の研修で、この飯田市では公民館が学校運営協議

会の中のメンバー、推進員みたいな形で入って、個人

ではなしに公民館の職員さん、市の職員さんですけど

も、その方が中心的になって、社会と地域と学校との

結びつきをしているコーディネーター的な役割をされ

ているというような地域もあります。ただ高島市の場

合は、それぞれに分かれてということで２年経過した

わけですけども、地域の方からの意見を汲み上げると

いうコーディネーターさんの役割というのがものすご

く難しいなというふうに思います。２年前に社会教育

委員さんとの意見交換の場の中でも話があったんです

けども、地域学校協働活動の推進員＝学校支援も必要

であるが、地域とともにという形のつなぎ役であっ

て、子どもの成長を支える地域のパイプ役ではないの

かなという意見をいただいております。そういうとこ

ろからもその場で社会教育委員長さんのお話ではいく

らでも協働・協力はしますよと、そういうような形で

いただいていまして、社会教育委員も協力は惜しまな

いよというお話もいただいております。そういうとこ

ろから言うと、前にもお話をしたことがあるんですけ

ども、以前にあった各地域での社会教育推進員さんと

いう存在を今一度組織化というか形付けをしていっ

て、そういうような方がパイプ役で推進員さんが結び

つけていくと。各学校あるいは地域との結びつきを、

パイプ役を作っていったらどうかなというふうに思い

ますので、何かもうひとつ位置づけをお願いできたら
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と思います。去年も一昨年も同じ話をお願いをしてい

るんですけども、そうすることによって推進員さんの

肩の荷も少しは下り、同時に地域と学校とがまだまだ

結びついていく、いわゆる子どもが学校、学校が子ど

も・地域という形で進んでいくのかなと思いますの

で、先ほど梅村さんの方からあった小学校が３つ、中

学校が１つという中でやはりひとつにしていくのは難

しいというのが実情ではないかなというふうに思いま

すので、ぜひそういうことを検討いただきたいなと思

います。以上です。  

 

平素は推進員の皆さんには協働活動にご尽力いただ

きましてありがとうございます。私も子どもが小学

校、中学校にいますけれども、３年前の協働活動が始

まる前とだいぶ雰囲気が変わってきているなと実際感

じます。実際私の連れ合いも小学校のボランティア活

動の方に行かせていただきながら、話を聞いていると

本当に楽しかったと帰ってくるんです。そこでいろん

な子どもたちの雰囲気や様子を聞いている中で、本当

に学校の敷居も低くなっているように感じておりま

す。やっぱりこれは推進員さんの日頃の活動の賜物と

いうのもあるんですけども、その中で２年経ったわけ

ですけども、なかなかそこから市長もおっしゃいまし

た継続していくということが今後は難しくなっていく

んじゃないのかなと思います。やっぱり小多委員が先

ほどおっしゃったように、社会教育推進員のような形

で作ったら、共有していろんな方の人材のつながりを

作ったらという話もありますように、いろんな方の人

材の交流が必要になってくるんじゃないかというのが

活動している中であります。ただやっぱりまだ２年と

いうこともありますので、これからどんな形に変わっ
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ていくのかを皆さんで見守っていかないといけないと

ころかなと思います。  

私も広島の府中の方に研修に行かしていただきまし

たが、府中の方は１中学校区に小学校がいくつかあっ

ていろんな地域があってなかなか情報とか取りにくい

ところをある地域の方はお祭りを中心としたコミュニ

ティができているので、そこの長に言うことで全ての

情報が広まっていろんな活動をやってもらったという

所もあります。高島には高島のコミュニティがいっぱ

いあり、朽木には朽木のコミュニティがありますし、

新旭には新旭のコミュニティがありますので、そうい

った今あるコミュニティをそこで交流し、境なく人材

も情報も共有できるような形で継続ができればなとい

うのがこれから考えていかなければならないことかな

と思いました。以上です。  

 

失礼します。なかなか最後というのは発言しにくく

て何を言おうかなと思っていたんですけど、６地域の

エネルギッシュな推進員さんのご報告、それから学校

での様子等ご報告いただきまして、報告にあったよう

に子どもたちのために、学校のために、地域のために

ということで、こんなにもたくさんの支援が得られて

多様な人・機関・団体と連携をして、子どもも大人も

ですが、地域のヒト・モノ・コトを学ぶ、そして地域

を活かす学習ができる、そして地域に貢献するこのあ

たりは充実した活動ができていて素晴らしいなと思っ

て聞かせていただきました。やはり成果とかいろんな

ことについては今ご報告のあったとおりなので、敢え

て繰り返しはしませんが、学校と地域を推進員さんが

工夫しながら情報を共有してきめ細かく心を配り、こ

んな言葉でいいのだろうかと思うのですが、つなぐと
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か紡いでくださったなと思っております。本当にあり

がとうございます。  

もちろん今日の課題の「今後の方向性について」と

書いてあるんですが、とりあえずネクストステージに

向かう前に、コミュニティ・スクールと地域学校協働

活動の仕組みを使って有効に活動できているかどうか

というところがしっかりとチェック・評価をしていか

ないと次へはなかなか進めないかなというふうに思っ

ております。私もそのへんのところが混沌としていた

んですが、ついこの前に県の地域学校協働活動のフォ

ーラムがあって、そこで最後の方にさらりと先生がお

っしゃった中に、いろんな機能が働いているかどうか

のＰＤＣＡのサイクルで検証していったらいいんです

よとお話をされて。学校と地域が協働でとかそれから

地域総がかりでとかいろいろ耳触りのいい言葉が飛び

交っていて、私の頭にもそういう言葉はいっぱい入っ

ていて、地域の中にある学校でとか学校の中に地域が

あるとかそういう言葉をたくさん聞いているのです

が、では具体的にそれはどういうことなのだろうかっ

て思った時に、このＰ、プランが学校運営協議会、そ

してＤ、地域学校協働活動が実行、そしてそれをチェ

ック、改善してＰＤＣＡのサイクルに乗せていく、あ

ぁなるほどと私はこの時初めてわかりました。協働で

と言っているのにどうしても地域は地域、学校は学校

でと図が書いてあるのが頭の中から離れなくて、それ

がどうやって一緒にするんだろうというところがネッ

クやったんですけれども、確かにこの機能的にＰＤＣ

Ａに当てはめていくと、もうちょっとすっきりとそれ

ぞれの評価ができてくるのではないかと思いました。

プランなんですが、課題の中にも書いてくださったり

言ったりもしてくださっているのですが、みんなでひ
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とつのものに向かっていくということは本当に大切な

ことでございます。学校だよりの中にも確かに運営協

議をしてこんなふうな話題で話をしてこういうふうに

目標を設定していきましたという報告もたくさんいた

だいているのですが、運営協議をもう少し大きくＰＴ

Ａで１回や２回ではなくて、ＰＴＡでやって学校でや

って先生方でやって子どもたちもやっていろんなとこ

ろの団体で運営協議をして目標設定とかをシャッフル

しながら、そしてそれぞれの思いがずれるのは当然な

のですが、そこらへんをどうやってみんなで寄ってい

くのかを協議していって目標を決めていく。その目標

に向かってみんなが実行していくというサイクルがで

きればいいかなというのがひとつ。それと社会に開か

れた教育課程の実現に向けてという大きな課題もござ

います。今まで今日ご発表いただいた内容、それから

学校に協力してくださったいろんな活動を社会に開か

れた教育課程の中に新しい意味付けをしていく。そし

て教育課程の中に落とし込んでいくといった作業をプ

ランのところで、みんなでやっていけるといいかなと

思います。やってあげる・してあげるというところに

付加をつけていくということです。そこで「できまし

たね、じゃ学校さん、後はお願いしますね」「地域さ

ん、お願いしますね」終わった後は引き継いでしまう

のではなくて、いろんな活動を誰がどう受け持って動

かしていくのか。地域・学校・家庭・ＰＴＡなのか、

しっかり役割分担までの話をしていただく。そしてド

ゥの方へ持っていく。そこらへんの役割をしっかりと

明確にしていって、では地域は何をしないといけない

のか、そのことについての情報発信はどこがしていく

のか。今だと話を聞いている限り、学校さんは学校だ

よりとかつながりとかいろんな広報をしてくださって
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います。それから推進員さんは推進員さんで、時間が

ないとおっしゃっていたその中で活動も情報発信して

くださっています。それをまだどこか情報発信してい

く所はないだろうかという役割分担をみんなで、コミ

ュニティ・スクールの中でやっていけるような仕組

を、その中で、子どもも学び、大人も学び、地域も元

気、学校も元気というそんな仕組がさらにできないだ

ろうかというところらへんで、最初に掲げていた、広

報に書いてあったのですが、昨年度ですかね、高島の

教育がコミュニティ・スクールと地域学校協働本部の

仕組を使って、１０年後２０年後の地域の担い手を育

てようということで頑張るんですよ、それから地域社

会の活性化を同時に図っていくんですよ、これをつな

がり響き合う教育と言うんですよって広報していただ

いております。もう一度そこらへん原点を顧みながら

みんなでその可能性にかけて頑張っていきたいなと今

日のご発表を聞いて思いました。ありがとうございま

した。  

 

ありがとうございます。教育長は後程。スタンバイ

しておいてください。何を振るかわかりませんので。

いろいろ貴重なご意見をいただきました。推進員さん

の報告の中にも複数の方が今こうして参加あるいは支

援していただいているそのネットワークをいかにして

広げていくのかという必要性のご意見がありました

し、今教育委員さんからも例えば市民でもっと共有す

べきであるとか、あるいはまさに学校づくりはまちづ

くりということを考えれば、地域学校協働活動という

のは地域づくりのひとつのテーマであるとの意見もあ

りました。あるいは社会教育推進員さんももう少し参

画をしてもらってはどうだろうと多様な意見がござい
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ました。  

少し話は変わるかもしれませんが、今日は市民生活

部長も出席をさせていただいているんですけども、高

島市全体の人口は、合併して今年で１６年目を迎える

わけですが、だいたいピークが５６，０００人くらい

でした。今だいたい４８，０００人余りであります。

差し引きいたしますと、だいたい７，０００人前後が

減少ということで推移をしてございます。様々な行政

課題が出てくるわけですけども、身近なところでは自

治会の自主的な運営がなかなか、例えば役員さんのな

り手がなかなか見つからないとか、あるいは一人暮ら

しの高齢者が増えてきたので見守り等に地元として自

治会としてなかなか対応できないでありますとか。本

当にいろんな課題が出てきておりますし、あるいは自

主防災。万が一災害が発生した場合での地域での自主

防災活動がなかなか思うように守っていく体制が整わ

ない。本当に多様な課題が出てきております。そうい

う中で高島の自治会・区は全部で２０４あります。そ

のうち６５歳以上の人が２分の１を占める、いわゆる

限界集落と言いますが、これが４０か所ございます。

５５歳以上の人が２分の１以上を占める準限界集落、

これが９４か所ございますので、合わせますと１３４

か所。２０４分の１３４か所ですので６割ほどがこの

ままいくとこの１０年ほどで限界集落となってしま

う。そうなりますと、先ほど申し上げましたように自

治会活動がいろんな地域の相互扶助と言いますか、地

域独自のまちづくりがなかなか思うようにいかないと

いうことで、そういったことが目の前に迫ってきてお

りますので行政として手をこまねいているわけにはい

かないということで、３年ほど前からいろんな取組を

してまいりました。各限界集落、人口規模の少ない区
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に職員が出かけて行きまして座談会あるいは隣の集落

と広域的な集落で集落再編ということを提案します

と、いやいや隣の集落はああいう習慣・文化があって

なかなか私の集落とは異なるのよねと、なかなかそれ

が思うようにいかずにここまで来ていたわけでありま

すが、しかし皆さんそれぞれ近い将来だと十二分にご

理解いただいているわけであります。つきましては、

令和２年度からもうこれ以上行政として放置はできな

いということで、まず２０４の区長自治会長さんを中

学校区単位・旧町村単位で区長連絡会を設置させてい

ただこうと。さらに令和３年度から区長連絡会を組織

拡大させていただいて、例えば旧町村単位でいろんな

団体がございます、こども会であるとか民生委員さん

であるとか老人クラブさんであるとかいろんな団体が

各旧町村単位でありますので、代表者で６か所の住民

自治協議会というのを令和３年度に立ち上げて、それ

ぞれ市民の皆さんの暮らしを支える住民自治の方向性

をそこで検討議論していただこうということを組織化

します。これ以上手をこまねいているわけにはいかな

いので、令和２年令和３年度にそういうことを市とし

てチャレンジをしてみようと今その準備をしていると

ころであります。  

何が言いたいのかと言いますと、その中に例えば地

域学校の協働の組織も一員として入っていただくと当

然その区長さんも入られていますし、それは旧町村単

位の区長会の代表者、あるいは民生委員さんなり老人

クラブなり各団体がそこに入っていただきますので、

推進員さんの仕事を増やすようなことになるのかもし

れませんが情報を共有していただく、地域学校協働活

動の実際をその地域の関係各位にご理解いただいて、

そして協力していただける部分は積極的に協力してい
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ただくというふうな体制をここに含めていったらどう

かなと思いながらさっきから考えていたんですが、さ

ぁそこで市民生活部長、何か言うてください。  

 

失礼します。市民生活部長の西川でございます。市

長がそこまで言っていただきましたので私から言わせ

ていただくということは特にないんですけども、本当

に自治会が困っておられるというところから端を発し

ての検討なんです。目的とするところがうまくかみ合

っていくといいなとさっきから聞いておりましたの

で、今ほど市長から説明があったとおりでございまし

たけれども、今年度からこういった地域の中で中学校

区単位で情報とか人材とか課題も含めて共有して地域

で課題に向けて何かを行動していくとそういう仕組・

組織を作っていきますので、すでに中学校区でこうい

った活動されておられます推進員さん等をはじめ、い

ろんなお力をお貸しいただきたいと思います。よろし

くお願いいたします。  

 

では最後に教育長どうぞ。  

 

では全体の話をさせていただいて最後の宿題に応え

たいと思います。まず先ほどから写真に出ております

が、学校に地域の方がおられることが何の違和感もな

く普通になっているのはあの写真からもわかりますよ

うに大きな変革であるなというふうに思います。以前

ですと学校に誰かが入られると、名札を付けてという

ような形でしたけども、一緒に普通に子どもたちも見

ているというのは今回の活動の象徴的な部分ではない

かなと思います。ここまでしていただきましたのは、

やはり推進員の皆さんのお力添えということで大変感
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謝しているところでありますし、また市民の皆さんの

ご協力も大変感謝しているところであります。  

さて今日のこの活動の「今後の方向性について」な

んですが、いよいよ地域の方々も含めて、なんでこの

活動をしているんやろうという目的あるいは目標を共

有できているかということが非常に重要になるのでは

ないかなと思います。昨年の総合教育会議のスライド

はありますか。高島市が取り組んでいる「学校運営協

議会と地域学校協働活動は両輪で」ということなんで

すが、今報告いただいたのは左側の部分である地域学

校協働本部なんですが、実は右側の部分は特に今回話

が出てこなかった部分です。ただ意見はございまし

た。つまり右側の学校運営協議会というのは、今市内

の１９小中学校にはございます。朽木は１か所になっ

ていますけれども。ここは何をするところかと言う

と、スライドには組織例というのがありまして、学校

運営協議会の委員さんがおられます。そして学校と協

議をする場になっております。これは合議体ですか

ら、ここで決定事項が起こります。何を決定するかと

言うと、今学校教育ではこういうふうな教育をしてこ

ういうふうな資質を高めますよ、じゃあこの地域、こ

の学校ではどうしましょう、校長はこういう教育を進

めたいと思います、いやいや地域のこんな思いがある

から、こんなことを取り入れてはどうでしょうという

話し合いがなされて決定したことは続いて実施すると

いう形になります。会社で言ういわゆる理事会のよう

なものです。ここで決定したことはこの後引き継がれ

て続いていきます。じゃあこういう教育をこの学校で

するには地域の方々にどういうところを協力してもら

ったらいいだろうか、あるいはこういう教育課程の中

で地域貢献活動はどんなことができるだろうかという
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ことを十分ここで議論をしていただいて、そして地域

学校協働活動につないでいくということがここでは両

輪でと書いてありますけれども、いよいよ私は一体化

していきたいなと。左側がものすごく進みまして、右

側がちょっとかすれてしまっていますので、いよいよ

高島市はこれを一体化して進めていく必要があるので

はないかなということが次年度以降の方向性だと思

い、また議論をして進めたいなと思っています。これ

は今後の目的であり高島市にはこの組織が絶対必要で

あると思っています。それはなぜかと言うと、人づく

りのため、もうひとつは地域づくりのために絶対必要

だと思っています。  

さてここで私も今日、その話題が出るであろうと思

って資料は持っているのですが、住民自治協議会につ

いてですが、この取組は学校を核にした地域づくりが

本来の目的でもあります。したがって、学校運営協議

会で議論するわけですから、右側の部分がより積極的

に議論する部分であるだろうと思いますので、この学

校運営協議会の中に住民自治協議会の役員さんが入っ

ていただいたり、あるいは逆に学校運営協議会の方々

がそこに関わったり、高島市のこれからのまちづくり

につながっていけるんではないかなというふうに思っ

ています。高島市では、先ほど駒井推進員さんがおっ

しゃったように、人口が減少している中で、今地域の

方々によって子どもたちはものすごく愛情を注いでい

ただいて育っています。この子どもたちが将来自分が

高島市で生きていくには、大きな課題を解決していか

なければならないと思いますので、当然住民自治協議

会の関わりを持ってくれるものだろうというふうに思

いますので、そのための仕組として来年度以降この学

校運営協議会と地域学校協働本部を一体的に取り組ん
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で、そして住民自治協議会というふうにつないで、学

校にも地域にも家庭にも、そして将来の地域づくりに

も役立つようなそういう一体的な組織につながってい

かないかなと考えているところであります。以上で

す。  

 

学校運営協議会、地域学校協働本部は聞いていても

わかったような、わからないような。重複している部

分が多分にあります。これは学校運営協議会の設置と

いうのは地方教育行政の組織及び運営に関する法律か

な、あれは何年前やったかな。  

 

平成１６年の改正のタイミングです。  

 

ずいぶん以前に学校運営協議会というのが設置をさ

れて、果たしてこれが地域学校協働本部と屋上屋を重

ねてはしまわないかなと個人的にちょっと懸念をして

おりまして、今これを地域学校協働本部と、例えば学

校運営協議会とを一体的にまとめるということですけ

ども、それを検討するということですが、ただ法律的

に位置づけられている部分というのがありますので、

まとめられるかどうかは事務局の方で十分調整をして

いただきたいと思いますし、先ほど少し披瀝をさせて

いただいた地域の自治の在り方を真剣に考えていかな

いと、限界集落が３分の２以上になってしまいかねな

いという地域事情もありますので、今から手を打って

おかないと自治が継続できないと大変ですので、それ

を令和２年度と３年度の２か年かけて区長会議をまず

設置して、そしてその次に住民自治協議会を立ち上げ

ようと。こういうシナリオを考えているわけですけど

も、これを無理やり地域学校協働活動と一緒にすると
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いうものでもありませんけども、その地域の自治協議

会の中に代表として学校運営協議会なり、あるいは地

域学校協働本部の方々にもその自治の協議会に参加し

てもらって取組を伝えていただいて、そして地域学校

協働活動の実態をもっと広く市民の皆さんに共有して

いただく場面に使っていただければどうかなと思いま

すし、そこはちょっと教育委員会と市民生活部の方で

制度的な仕組なり、法律的な根拠がありますのでそこ

のところは整理をしていただいてできるだけ市民の皆

さんにもわかりやすいような体制を整えていただけれ

ばなと思うところでもあります。答えを出してしまっ

たようであまりにも最後に総括をお願いしますと書か

れていたもので何か結論を出さないとあかんのかなと

司会進行させていただいたんですけれども、今日は本

当に推進員さんの日々のご苦労なりあるいは頑張って

いただいているその内容を報告いただき、そして保護

者の皆さんもここ最近の子どもたちの様子、学校の様

子は変わってきたというふうに高い評価もいただい

て、私も感謝の限りでありますけれども、こういう課

題を共有させていただいてひとつの方向としては先ほ

どの方向で少しお時間いただいて、教育委員会と市民

生活部の方で検討させていただいて、調整が決まれば

またお知らせをさせていただくということにしていき

たいと思います。その他何かこの機会にございました

ら。推進員の皆さんももしこの機会にあれだけは言っ

ておきたいということがありましたらご遠慮なさらず

に言っていただいたらと思いますけども。はい、どう

ぞ。  

 

住民自治組織の在り方検討会に駒井推進員と２人で

出席をさせていただいていますけれども、先ほどから
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話は出ておりますけども、やっぱり各地域、住民自治

協議会が広く構成する地域、そして学校運営協議会の

学校のエリアにしても結局はどういう地域、あるいは

どういう学校を目指していきたいかというところあた

りですよね、それをコーディネートしていただける方

がどううまくまとめていただけるかというのと、各主

体が今回の学校運営協議会でもそうですけども、やっ

ぱり主体性を持ってそれに関わっていただける、もち

ろんそれに行政も関わっていただいて信頼関係を作っ

ていかないとうまく進んでいかないかなと思いますの

で、そのへんも含めて考えていただけるといいかなと

思います。以上です。  

 

貴重なご意見ありがとうございました。それでは時

間も参っておりますのでこのあたりで閉めさせていた

だきたいなと思います。本当に本日は長時間にわたり

まして、熱心にご協議をいただき、そしてまた何より

も推進員さんの各活動内容を聞かせていただきまし

て、感謝を申し上げる次第でございます。これをもち

まして本年度第２回となりました総合教育会議を終わ

らせていただきます。本日はありがとうございまし

た。  

 

本日は長時間にわたりましてご協議ありがとうござ

いました。教育委員の皆様から頂戴いたしましたご意

見、また推進員の皆様からは貴重なご報告をいただき

ました。また、市長、市民生活部長の方からは今後の

自治組織の在り方につきまして情報提供をいただきま

した。こういったことを踏まえながらまずはしっかり

と事務局におきまして整理をして進めていきたいと考

えておりますので、また関係の皆さんのご支援ご協力
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の程よろしくお願いを申し上げます。それではこれを

もちまして第２回総合教育会議の方を閉会とさせてい

ただきます。皆さんありがとうございました。お疲れ

様でした。  

 

（閉会  午後３時８分）  

 

 


